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熊本市農業委員会総会議事録 

 

日時 令和４年２月８日（火）午後３時００分  

場所 熊本市中央区二の丸１−１ 桜の馬場城彩苑多目的交流室 

 

農業委員２４名 

 1 番 谷口 憲治     2番 小佐井 亮祐     3 番 西田 廣行 

4番 上田 定信        5 番 木村 憲正          6 番 田中 敏郎 

7番 林田 智博      8 番 杉本 守        9番 田上 正富 

10番 東  哲治    11 番 牧野 正治       12番 網田  稔 

13番 三原 勉     14 番 木下 三智也     15 番 赤木 英雄 

16番 福𠩤 幸一    17 番 眞鍋 宣孝      18 番 田上 泰則 

19番  磯田 修一     20 番  宮本 淳一      21番  堀   恭子 

22番  西冨 大二郎   23 番 福嶋 德行         24番 徳永 芳也 

 

 

午後３時００分 開会 

 

事務局     それでは定刻になりましたので、ただいまから熊本市農業委員会総

会を開催いたします。 

        本日の農業委員会総会の出席は、農業委員２４名全員出席でござい

ますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定に基づき、

総会が成立しております。 

        それでは会長、ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長    皆さんこんにちは。本日はご多用の中、農業委員会総会にご出席を

いただき誠にありがとうございます。 

        さて、熊本県にまん延防止重点措置が適用され、２週間がたちまし

たが、感染者はまだ多い状況のようです。特にオミクロン株は、感染

しても軽症が多いと言われておりますが、委員の皆様におかれまして

は、引き続き感染予防の徹底に取り組んでいただきたいと思っており

ます。 

        それでは、本日の総会は、農地法に基づく許可申請や農地利用集積

計画などが主な議案となっております。総会の審議がスムーズに進行

できますよう皆様のご協力をお願い申し上げ、ご挨拶といたします。

よろしくお願いします。 
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事務局     ありがとうございました。 

        総会は、熊本市農業委員会総会会議規則第４条に基づき、会長が議

長になり議事の進行を行うこととなっております。 

        それでは会長、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    それでは議事に入りますが、議事に入るに当たり、総会次第３の議

事録署名者及び総会書記指名をいたします。本日の議事録署名者には、

２２番の西冨大二郎委員と２３番の福嶋德行委員を、書記に事務局の

友安文崇主任主事を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

        本日の議事は、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請

から、追加議案、下限面積の決定についてまでの７件でございます。 

        初めに、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請２３件

でございます。地元委員のご報告に当たりましては、農地法第３条第

２項の判断基準により、地区委員会での協議状況のご報告をお願いい

たします。 

        それでは１番、お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、子へ贈与するための所有権移転の申請です。申請地には米

を作付されるとのことです。 

        以上１件、農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、

申請は妥当であるとのことでございました。ご審議方、よろしくお願

いします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 



 

－3－ 

        ２番から３番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いた

します。 

        ２番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

作付されている農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        ３番は、耕作の便宜上取得のための所有権移転の申請です。譲受人

は水稲、露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲を作付さ

れる計画です。 

        以上２件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２番、３番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして４番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        ４番から１０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ４番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        ５番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計画

です。 

        ６番は、子へ贈与のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

栽培されている兼業農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        ７番は、経営拡張のための賃借権設定の申請です。借人は水稲、ネ

ギを栽培されている農家で、申請地にはネギを作付される計画です。 

        ８番は、経営拡張のための賃借権設定の申請です。借人は水稲、ネ

ギを栽培されている農家で、申請地には水稲、ネギを作付される計画

です。 

        ９番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ナスを栽培されている農地所有適格法人で、申請地にはナスを作付さ
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れる計画です。譲渡人はこれまで農地所有適格法人として農業を営ま

れておりましたが、農業以外の事業売上げが農業を上回るようになっ

たため、譲受法人に農業部門を移管されます。 

        １０番は、耕作の便宜上取得のための所有権移転の申請です。譲受

人は水稲、露地野菜を栽培されている農家で、申請地には露地野菜を

作付される計画です。 

        以上７件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま４番から１０番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして１１番。 

 

７番 林田智博委員 

        ７番委員、林田です。 

        １１番と１２番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        １１番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲及

びナスを栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計画で

す。 

        １２番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲を

栽培されている兼業農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        以上２件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１１番、１２番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 
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        続きまして１３番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        １３番につきまして、先日の地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        １３番は、遺贈による所有権移転の申請です。譲受人は水稲及び高

菜を作付されている兼業農家で、許可後は水稲を作付される計画です。 

        以上１件につきまして、先日の地区委員会で協議したところ、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１３番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして１４番。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        １４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １４番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

大豆を作付されており、許可後は水稲を作付される計画です。 

        以上１件について、先日の地区委員会において検討した結果、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果です。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１４番について地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて１５番。 

 



 

－6－ 

２番 小佐井亮祐委員 

        ２番委員、小佐井です。 

        １５番から１８番について、地区委員会での協議状況をご報告いた

します。 

        １５番は、１６番、１７番と関連で、経営拡張のための所有権移転

の申請です。譲受人は水稲、スイカを栽培されている専業農家で、許

可後は水稲、スイカを作付される予定です。 

        １８番は、社会福祉事業を営む法人が賃貸借権を設定し、通所者の

リハビリ農園として利用するための農地を取得される申請です。この

法人は障害福祉サービス事業所を経営されており、現在施設では、一

月に延べ４００名ほどの方が通所されているということです。 

        今回賃貸借される農地については、施設利用者のうち１０名ほどを

対象に、農作業を通して機能回復、健康、生きがいを目的としたリハ

ビリ農園として利用される計画で、許可後はタマネギやカライモなど

を栽培される予定です。利用者はそれぞれ障害をお持ちということで

はありますが、申請地は施設に隣接しており、移動も容易にでき、問

題はないようです。 

        以上４件、先日の地区委員会おいて検討した結果、１５番から１７

番につきましては、農地法第３条第２項各号の不許可要件に該当して

おらず、申請は妥当なものと協議いたしました。また、１８番は同項

ただし書きの規定により、不許可の例外に該当することから、申請は

妥当であるとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願い

いたします。 

 

議  長    ただいま１５番から１８番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続いて１９番。 

 

１１番 牧野正治委員 

        １１番委員、牧野です。 

        １９番から２３番について、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        １９番は、母へ贈与のための所有権移転される申請です。譲受人は
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水稲、ミカンを栽培される専業農家で、許可後は、ミカンを作付され

る予定であります。 

        ２０番は、従兄弟へ贈与されるための所有権移転される申請です。

譲受人は水稲、メロンを栽培される専業農家で、許可後は水稲を作付

される予定であります。 

        ２１番は、経営拡張のため所有権移転される申請で、譲受人はスイ

カ、ナス、水稲を栽培される農地所有適格法人で、許可後は水稲を作

付される計画予定であります。 

        ２２番は、経営拡張のための所有権移転される申請であります。譲

受人は水稲、露地野菜、柿、栗を栽培される専業農家で、許可後は水稲

を作付される予定であります。 

        ２３番は、第三者へ贈与のための所有権移転される申請であります。

譲受人は水稲を作付される専業農家で、許可後はキュウリ、カライモ

等露地野菜を作付される予定であります。 

        以上５件、先日の地区委員会におきまして検討した結果、農地法第

３条第２項の各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当なもの

と協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１９番から２３番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第２号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請２

件でございます。 

        地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準に照らし、地区

委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        １番は、貸駐車場への転用許可申請です。農地区分は、１０ｈａ以

上の広がりのある一団の農地の区域内にある第一種農地と判断されま

す。１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して設置されるものに

該当し、不許可の例外規定に該当すると判断しました。代替地につい
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ては、周辺で農地以外の土地も含め代替地を検討されましたが、ほか

に条件に合う土地がなかったため、申請地を選定されております。土

地利用計画は、他地目を含む利用面積２，９３２㎡に、申請地を賃借

予定の事業所が作業用トラックの駐車場として使用したいとの要望に

応じ選定したもので、トラック２７台分と通路・転回スペースを整備

する計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農

地への被害防除とも問題ありません。工事期間は令和４年７月３１日

までの予定で、許可後速やかに着手されることを確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会での現地調査確認を行い検討したとこ

ろ、立地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしていると

の協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２番。 

 

２３番 福嶋德行委員 

        ２３番委員、福嶋です。 

        ２番について、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ２番は、貸駐車場への転用申請です。農地区分は、１０ｈａ以上の

規模の一団の農地の区域にある第一種農地と判断されますが、今回の

申請が申請地周辺に住居する者が、業務上必要な施設を集落に接続し

て設置するものであることから、不許可の例外に該当するものと判断

いたしました。土地利用計画は、申請地２，１８２㎡に貸駐車場とし

て整備される計画で、予定といたしましてはユニック車３台、１０ｔ

車などトラック６台及び従業員の駐車場６台分の駐車場のほか、各種

機材の保管用物置及び車両回転スペース、通路などにして利用される

計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。土地の設定に当た

っては代替地を検討されましたが、県道に面し利便性が良く、平坦で

形状も優れていることから、申請地を設定されたものでございます。

資金計画、排水計画に問題はなく、事業の内容から周辺の農地への影

響もないものと思われます。工期は許可日から令和４年５月３１日ま

での予定で、許可後速やかに設置されることを確認しております。 
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        以上１件、先日の地区委員会におきましての現地調査を行い検討し

た結果、立地条件及び一般基準を満たしており、申請は妥当なものと

協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第３号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請３

５件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基

準に照らし、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは１番、お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番、西冨です。 

        １番から４番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報

告いたします。 

        １番は、医師による賃借権の設定による診療所を開設するための転

用許可申請です。農地区分は市街地化の傾向が著しい区域内の農地で、

公共上下水管の２種が埋設されている道路の沿道の区域であって、申

請地からおおむね５００ｍ以内に２つの医療機関施設がある第三種農

地と判断されます。土地利用計画は、転用面積１，１６３㎡に木造２

階建１棟、建築面積１８８．０３㎡、延べ床面積２４７．６５㎡の駐車

場２２台分の耳鼻咽喉科の診療所として建てられる計画で、転用面積

としては妥当なものと判断されます。工事期間は令和４年７月３１日

までの予定で、許可後は速やかに着手されることを確認いたしており

ます。資力信用等、転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営

農条件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。開発許可が

必要となりますが、開発指導課へ開発行為事前審査協議済みで、開発

許可申請中とのことです。 

        ２番は、調剤薬局を営む法人が賃借権設定による調剤薬局を開設す

る転用許可申請です。農地区分は市街地化の傾向が著しい区域内の農

地で、公共上下水管の２種が埋設されておる道路の沿道の区域であっ

て、申請地からおおむね５００ｍ以内に２つの医療機関施設がある第

三種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積７７３㎡に木造
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２階建１棟、建築面積６１．３８㎡、延べ床面積７８．８７㎡、駐車場

７台分の薬局として建てられる計画で、転用面積としては妥当なもの

と判断されます。工事期間は令和４年７月３１日までの予定で、許可

後は速やかに着手されることを確認いたしております。資力信用等、

転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営農条件に支障を生じ

るおそれはないものと判断されます。開発許可が必要となりますが、

開発指導課へ開発行為事前審査協議済みで、開発許可申請中とのこと

です。 

        ３番と４番は関連で、３番は調剤薬局を営む法人が所有権の移転に

よる調剤薬局を開設し、４番は賃借権の設定による調剤薬局の駐車場

への転用許可申請です。農地区分は市街地化の傾向が著しい区域内の

農地で、公共上下水管の２種が埋設されておる道路の沿道の区域であ

って、申請地からおおむね５００ｍ以内に２つの医療機関施設がある

第三種農地と判断されます。土地利用計画は、総転用面積６６４㎡に

木造２階建１棟、建築面積５４．８６㎡、延べ床面積７０．３８㎡、駐

車場１０台分の薬局として建てられる計画で、転用面積としては妥当

なものと判断されます。工事期間は令和４年７月３１日までの予定で、

許可後は速やかに着手されることを確認いたしております。資力信用

等、転用行為の確実性が認められ、また周辺農地の営農条件に支障を

生じるおそれはないものと判断されます。開発許可が必要となります

が、開発指導課へ開発行為事前審査協議済みで、開発許可申請中との

ことです。 

        以上４件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討した結果、立地

基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協議結

果でございました。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま１番から４番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして５番、お願いします。 

 

１７番 真鍋宣孝委員 

        １７番委員、真鍋です。 

        ５番から７番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報
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告いたします。 

        ５番と６番は関連で、飲食業を営む法人が所有権移転し、ドライブ

インを建設する転用許可申請です。農地区分は市街地化の傾向が著し

い区域内の農地で、公共上下水管の２種が埋設されている道路の沿道

の区域にあって、申請地からおおむね５００ｍ以内に２つの医療施設

がある第三農地と判断されます。土地利用計画は、総転用面積８４７

㎡に建築面積２７９．５４㎡、延べ床面積２６１．０４㎡、駐車場１４

台分を整備される計画で、転用面積としては妥当なものと判断されま

す。工事期間は令和４年１０月３１日までの予定で、許可後速やかに

着手されることを確認しております。また、周辺農地の営農条件に支

障を生ずるおそれはないものと判断されます。開発許可が必要となり

ますが、集落内開発制度指定区域内で開発指導課へ事前審査書提出に

よる回答済みとのことです。 

        ７番は、不動産業を営む法人が所有権移転し、建築条件付売買予定

地への転用許可申請です。１月総会において現地調査により、農地は

荒廃しており、転用する農地の面積確認が行えず、転用の確実性が不

確実だったことから、継続審議とした案件です。農地区分は市街地化

の傾向が著しい区域内の農地で、公共上下水管の２種が埋設されてい

る道路の沿道の区域にあって、申請地から５００ｍ以内に２つの教育

施設がある第三種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積１，

８４９㎡に建築条件付売買予定地を７区画、新設道路を整備される計

画で、転用面積としては妥当なものと判断されます。工事期間は令和

５年２月１日までの予定で、許可後速やかに着手されることを確認し

ております。また周辺農地の営農条件に支障を生ずるおそれはないも

のと判断されます。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指

定区域内で、開発指導課へ事前審議協議中とのことです。今回の現地

調査により、農地の整備が行われており、一般基準の許可基準を満た

しているとの協議結果でございました。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面共に転用許可基準を満たしているとの協議

結果でございました。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま５番から７番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして８番、お願いします。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ８番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        ８番は、駐車場拡張のための転用許可申請です。農地区分は１０ｈ

ａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と判断されま

す。土地利用計画は既存面積 396 ㎡の拡張であり、既に月極駐車場の

一部として利用されており、転用面積としては妥当なものと判断され

ます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題あ

りません。なお、無断で駐車場として利用していたことに対し、深く

反省している旨の始末書が提出されております。 

        以上１件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一般

基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、今

回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお願

いします。 

 

議  長    ただいま８番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして９番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        ９番から２０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ９番は、写真業を営む申請人が所有権移転による写真館への転用許

可申請です。農地区分は市街地化の傾向の著しい区域で、上下水管２

管の通った沿道の区域で、５００ｍ以内に教育施設、医療施設がある

第３種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積６１３㎡に写

真館１棟及び普通車両１１台分の駐車場の計画で、転用面積としては

適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被

害防除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、都
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市計画法第３４条第１項に係る許可の運用基準により、開発指導課へ

開発行為事前審査の申請中とのことです。工事期間は令和５年１０月

３１日までを予定されており、許可後速やかに着手されることを確認

いたしております。 

        １０番は、歯科医師業を営む申請人が所有権移転による歯科医院へ

の転用許可申請です。農地区分は市街地化の傾向の著しい区域で、上

下水管２管の通った沿道の区域で、５００ｍ以内に教育施設、医療施

設がある第３種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積１，

９８２㎡に歯科医院１棟、小児歯科を受診する子供たちのためのキッ

ズスペース、患者用駐車場１５台、スタッフ・関係業者用駐車場２０

台分の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計

画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。

開発許可が必要となりますが、都市計画法第３４条第１項に係る許可

の運用基準により、開発指導課へ開発行為事前審査の申請中とのこと

です。工事期間は令和５年１月３１日までを予定されており、許可後

速やかに着手されることを確認いたしております。 

        １１番は、建設業を営む法人が所有権移転による建売住宅への転用

許可申請です。農地区分は市街地化の傾向の著しい区域で、上下水管

２管の通った沿道の区域で、５００ｍ以内に複数の医療施設がある第

３種農地と判断されます。土地利用計画は、転用面積６２０㎡に建売

住宅木造２階建て３棟の計画で、転用面積としては適正なものと判断

されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については

問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定

区域内で、開発指導課へ事前審査の申請中とのことです。工事期間は

令和５年１２月２８日までを予定されており、許可後速やかに着手さ

れることを確認いたしております。 

        １２番は、建設業を営む法人が所有権移転による駐車場への転用許

可申請です。農地区分は市街地化の傾向の著しい区域で、上下水管２

管の通った沿道の区域で、５００ｍ以内に複数の医療施設がある第３

種農地と判断されます。社員用駐車場として申請人の本社から約２０

０ｍに位置するため選定されたものであり、土地利用計画は、転用面

積１２１㎡に普通車両６台分の駐車場の計画で、転用面積としては適

正なものと判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防

除については問題ありません。工事期間は令和５年３月３１日までを

予定されており、許可後速やかに着手されることを確認いたしており

ます。 

        １３番は、親子間の使用貸借権設定による個人住宅への転用許可申
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請です。農地区分は市街地化の傾向の著しい区域で、上下水管２管の

通った沿道の区域で、５００ｍ以内に複数の医療施設がある第３種農

地と判断されます。土地利用計画は、転用面積２３１㎡に個人住宅木

造平屋建て１棟の計画で、転用面積としては適正なものと判断されま

す。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題あ

りません。開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内

で、開発指導課から開発行為事前審査の回答書が添付されております。

工事期間は令和５年３月３１日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認いたしております。 

        １４番は、不動産業等を営む法人が所有権移転による建築条件付売

買予定地への転用許可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりの

ない生産性の低い農地で、第２種農地と判断されます。土地選定に当

たっては、周辺で代替地の検討をされましたが、ほかに適当な土地が

なかったため、申請地を選定されております。土地利用計画は、転用

面積６１１㎡に建築条件付売買予定地３区画の計画で、転用面積とし

ては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地へ

の被害防除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、

集落内開発制度指定区域内で、開発指導課へ事前審査の申請中とのこ

とです。工事期間は令和６年６月３０日までの予定で、許可後速やか

に着手されることを確認いたしております。 

        １５番は、土木工事業等を営む法人が所有権移転による資材置場へ

の転用許可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性

の低い農地で、第２種農地と判断されます。土地選定に当たっては、

周辺で代替地の検討をされましたが、規模の面、交通の面からほかに

適当な土地がなかったため申請地を選定されております。申請者は複

数の公共事業等を請け負っており、工事現場が広域にわたるため、大

規模な資材置場を必要とし、また事務所からの移動時間短縮及び効率

化のための中継地として選定されたものであり、土地利用計画は転用

面積１万４，６６８㎡に土木工事排出土一時置場、砕石、ぐり石、砂利

等の工事用資材置場、工事用車両駐車スペースの計画で、転用面積と

しては適正なものと判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地へ

の被害防除については問題ありません。ただ、申請地は鉱物資源の採

取場として平成２０年に種目換地され、非農地化されましたが、その

際農地転用許可を取得されておらず、資源採取の終了後は土砂置場と

して使用されてきたとのことです。今回、遺贈により所有権が移転し、

農地のままであると判明したもので、申請に当たっては経緯書が提出

され、今後は農地法を遵守することを約束されております。 
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        １６番、１７番は関連で、宅地建物取引業を営む法人が所有権移転

による建築条件付売買予定地及び通路への転用許可申請です。農地区

分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域にある第１種農地と判断されま

す。第 1 種農地は原則不許可ですが、今回の申請は不許可の例外規定

の集落に接続して設置するものに該当すると判断しました。土地選定

に当たっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに適当な土

地がなかったため、申請地を選定されております。土地利用計画は、

転用面積１，５０７㎡に建築条件付売買予定地６区画、通路の計画で、

転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、

隣接農地への被害防除については問題ありません。開発行為許可が必

要となりますが、集落内開発制度指定区域内で開発指導課へ事前審査

の申請中とのことです。工事期間は令和６年３月３１日までの予定で、

許可後速やかに着手されることを確認いたしております。 

        １８番は、所有権移転による資材置場及び車両置場への転用許可申

請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、

第２種農地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で代替地の

検討もされましたが、他に適当な土地がなかったため、申請地を選定

されております。土地利用計画は、土木建設業を営む譲受人が転用面

積５５４㎡に建設用ブロック、土砂等の土木建設用資材置場及び建設

用車両１台分の駐車スペースの計画で、転用面積としては適正なもの

と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除につい

ては問題ありません。工事期間は令和４年３月３１日までを予定され

ており、許可後速やかに着手されることを確認致しております。 

        １９番は、所有権移転による貸車両置場及び貸資材置場への転用許

可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農

地で、第２種農地と判断されます。土地選定に当たっては、周辺で代

替地の検討もされましたが、ほかに適当な土地がなかったため、申請

地を選定されております。土地利用計画は、中古車販売・解体業を営

む譲受人が、現在使用している車両置場及び資材置場が事業拡大によ

り手狭になり、会社近隣の申請地を選定したものであり、転用面積３

３３㎡に普通車両１２台の車両置場及びケーブル、内装パーツ等の車

両用資材置場等を整備し、譲受人が経営する法人へ貸し付ける計画で、

転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、排水計画、

隣接農地への被害防除については問題ありません。工事期間は令和４

年１２月２０日までを予定されており、許可後速やかに着手されるこ

とを確認致しております。 

        ２０番は、所有権移転による貸車両置場への転用許可申請です。農
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地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある第１種農地と判断

されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の申請は、不許可の

例外規定の既存施設の拡張で、既存施設の敷地面積の２分の１を超え

ないものに該当すると判断しました。土地利用計画は、中古車販売・

解体業を営む譲受人が、現在使用している車両置場が事業拡大により

手狭になったため敷地拡張し、転用面積５９８㎡に普通車両２７台分

の車両置場及び車両解体用大型車両の進入口を整備し、譲受人が経営

する法人へ貸し付ける計画で、転用面積としては適正なものと判断さ

れます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題

ありません。工事期間は令和４年１２月２０日までを予定されており、

許可後速やかに着手されることを確認いたしております。 

        以上１２件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いします。 

 

議  長    ただいま９番から２０番までについて地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        なお、１５番については総転用面積が３，０００㎡を超えますので、

申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取することといたしま

す。 

        次、２１番。 

 

１４番 木下三智也委員 

        １４番委員、木下です。 

        ２１番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたします。 

        ２１番は、所有権移転による貸駐車場及び貸資材置場への転用許可

申請です。農地区分は１０ｈａ以上の広がりのある一団の農地の区域

内にある第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、

今回の申請は、不許可の例外規定の「集落に接続して設置されるもの」

に該当すると判断しました。申請人も同地区内に居住されております。

土地選定にあたっては、周辺で代替地の検討もされましたが、ほかに

適当な土地がなかったため、申請地を選定されております。土地利用



 

－17－ 

計画は、譲受人が代表を務める建設業を営む法人へ貸し出し、転用面

積６９７㎡に小型トラック４台、中型トラック６台分の駐車スペース

及び建設用資材置場として使用される計画で、転用面積としては適正

なものと判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除

については問題ありません。工事計画は令和４年９月３０日までを予

定されており、許可後速やかに工事に着手されることを確認いたして

おります。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いします。 

 

議  長    ただいま２１番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて２２番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        ２２番から２４番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ２２番から２３番は関連で、不動産業を営む法人が農地を所有権移

転し、共同住宅への転用許可申請です。農地区分は２種以上の管埋設

道路の沿道の区域で、かつおおむね５００ｍ以内に２つ以上の公共公

益的施設が存在しており、第三農地と判断されます。土地利用計画は、

共同住宅２棟、建築面積１９７．１６㎡を建築される計画で、転用面

積は適当なものと判断いたします。資金計画、給排水計画、隣接農地

への被害防除とも問題ありません。開発許可が必要となりますが、集

落内開発制度指定区域内で、開発指導課と協議中とのことです。工事

計画は令和５年１２月２５日までの予定で、許可後速やかに着手され

ることを確認しております。 

        ２４番は、不動産業を営む法人が農地を所有権移転し、建築条件付

売買予定地及び公衆用道路への転用許可申請です。農地区分は１０ｈ

ａ以上の広がりのある一団の農地の区域内にある第一農地と判断され
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ます。一種農地は原則不許可ですが、集落に接続して設置するものに

該当し、不許可の例外規定に該当するものと判断されます。また、代

替地については周辺の農地を検討されましたが、ほかに条件に合う土

地がなかったため、申請地を選定されたものです。土地利用計画は、

総事業面積２，６７５㎡に建築条件付売買予定地１０区画の造成のほ

か、公衆用道路を整備される計画で、妥当な面積と判断されます。ま

た、建築条件付売買予定地として転用許可を受ける場合の条件につい

ては、申請書記載事項により確認しており、同時に転用事業者と土地

購入者間の売買契約書案も添付されております。資金計画、給排水計

画、隣接農地への被害防除とも問題ありません。開発許可が必要とな

りますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課と協議中とのこ

とです。工事期間は令和６年１２月３１日までの予定で、許可後速や

かに着手されることを確認しております。 

        以上３件、先日の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は適当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いします。 

 

議  長    ただいま２２番から２４番について地元委員よりご報告がございま

したが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２５番。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        ２５番から２６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ２５番は、不動産売買及び建築工事業を営む法人が所有権移転によ

る建売住宅への転用許可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がり

のない生産性の低い農地で第二種農地と判断され、代替地について周

辺で農地以外の土地も含め検討されましたが、ほかに条件に合う土地

がなかったため、申請地を選定されております。土地利用計画は、申

請地に木造２階建て住宅３棟を整備される計画で、妥当な面積と思わ

れます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除とも問題あり
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ません。また開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域

内で、開発許可の事前審査回答書の提出をなされております。工事期

間は令和４年１２月２８日までの予定で、許可後速やかに着手される

ことを確認しております。 

        ２６番は、所有権移転による道路への転用許可申請です。この案件

につきましては、事業計画や利用目的が明確ではなく、一般基準を満

たしていないことから、前回の地区委員会及び総会において継続審議

となっていたものです。先日の地区委員会で、改めて申請人から事業

計画等を聴取し、一般基準を満たしていることを確認しました。以下

協議内容を説明いたします。 

        まずは申請理由ですが、申請人は申請地付近の土地を所有されてお

り、その所有地へ行くために既存の里道を通行していますが、幅員が

２ｍしかなく、自家用車や農業機械の乗り入れに支障を来しておられ

ます。このため、里道に隣接する申請地を譲り受けて道路として拡幅

する必要があり、今回の申請に至ったものです。農地区分は１０ｈａ

未満の広がりのない生産性の低い農地で第二種農地と判断されます。

代替地については、周辺で農地以外の土地も含め代替地を検討されま

したが、ほかに合う土地がなかったため、申請地を選定されておりま

す。土地利用計画は、申請地に道路を整備される計画で、妥当な面積

と判断されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除とも問

題ありません。工事期間は令和４年７月３１日までの予定で、許可後

速やかに着手されることを確認しております。 

        以上２件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面共に許可基準を満たしているとの協議結

果でございます。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま２５番、２６番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして２７番。 

 

２３番 福嶋德行委員 

        ２３番委員、福嶋です。 

        ２７番から３５番について、地区委員会での協議状況をご報告いた
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します。 

        ２７番は、個人が所有権移転し農家住宅への転用する申請です。農

地区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の農地の区域に

ある第二種農地と判断いたします。土地の選定に当たりましては、代

替地として周辺で農地以外の土地を含め検討されましたが、取得に至

らず、申請地を選定されたものです。土地利用計画は、申請地３２６

㎡に木造２階建て住宅１棟を建築し利用される計画で、転用面積は適

正なものと判断いたします。なお今回の申請では、農業用倉庫の計画

はありませんが、農機具については近くの実家の所有する農機具を利

用されるということです。資金計画、排水計画に問題はなく、周辺の

農地への影響もないものと思われます。工期は許可日から令和４年９

月３０日までの予定で、許可後速やかに着手されることを確認してお

ります。 

        ２８番から３５番は関連で、不動産業などを営む法人が所有権移転

し、建築条件付売買予定地に転用する申請です。農地区分は農業公共

投資の対象となっていない小集団の農地の区域内にある第二種農地と

判断いたします。土地の選定に当たっては、周辺で代替地を検討され

ましたが、事業の規模などからほかに条件に合う土地がなく、申請地

を選定されたものです。土地利用計画は、申請地１８筆計１万４，３

５９㎡と農地以外の土地を合わせて事業総面積１万５，８３５．７５

㎡に建設条件付売買予定地３８区画のほか、新設道路、調整池、公園

などを利用する計画で、転用面積は適正なものと判断いたします。資

金計画、排水計画などの問題はなく、周辺の農地への影響もないもの

と思われます。工期は許可日から令和６年６月末日の予定で、許可後

速やかに着手されることを確認しております。なお、開発許可が必要

となりますが、事業前審査の回答済みで、許可の見込みがあるものと

判断いたします。 

        以上９件、先日の地区委員会におきましての現地調査を行い検討し

ました結果、立地基準及び一般基準を満たしており、申請は妥当なも

のと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま２７番から３５番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 
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        なお、２８番から３５番までは総転用面積が３，０００㎡を超えま

すので、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取することと

いたします。 

        続きまして、第４号議案及び第５号議案でございます。この件につ

きましては事務局より内容の説明をお願いします。 

 

事務局     第４号議案及び第５号議案は関連ですので、併せてご説明をいたし

ます。 

        まず、第４号議案、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画の１１号についてご説明をいたします。 

        初めに所有権移転ですが、明細の２２ページの１番から２３ページ

の４番までの計４件で、１番と３番が公社花壇の売渡し、２番と４番

が公社による買取りとなっております。面積は４件合わせまして田の

みの１万１，１２７㎡で、売買価格は備考欄記載のとおりとなってお

ります。 

        次に、利用権設定の新規設定分です。明細２３ページの５番から４

０ページの３８番までの合計が３４件で、契約期間別では６年未満が

１５件、１０年以上が１９件で、面積は３４件合わせまして田の７万

６，３９７㎡、畑の１２万３５３㎡の合計が１９万６，７５０㎡です。

権利の種類が賃借権と使用貸借権、利用内容として水稲、露地野菜、

大豆、施設野菜、主要作物、果樹、畑作物となっております。 

        次に再設定分です。明細４０ページの３９番から４４ページの４９

番までの合計が１１件で、契約期間別では６年未満が９件、１０年以

上が２件で、面積は１１件合わせまして田の３万３，４４８㎡、畑の

１，５０８㎡の合計が３万４，９５６㎡です。権利としては賃借権と

使用貸借権、利用内容としては水稲、施設野菜です。 

        続きまして、第５号議案です。４５ページの表をご覧ください。こ

ちらは農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の農地中

間管理機構との貸借分になっております。明細４６ページの１番から

５２ページの１６番までで、契約期間別に６年未満が８件、１０年以

上が８件で、合計１６件合わせまして面積が田の２万８，８６５．８

３㎡、畑の１万６，９１０㎡の計が４万５，７７５．８３㎡です。権利

の種類が賃借権と使用貸借権、利用内容は水稲と畑作物が予定されて

おります。 

        以上の件につきましては、さきの地区委員会で協議が行われ、全て

の案件が農業経営基盤強化促進法の１８条第３項の各要件を満たして

いることが確認されております。 
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        第４号議案及び第５号議案の説明につきましては以上です。 

 

議  長    ただいま事務局より内容の説明がございましたとおり、この件につ

きましては各地区委員会での詳細にわたり確認が行われており、全て

の案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の基準に適合してい

るとのことでございます。この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、計画案どおり承認することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第６号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明

願１件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、対象農地

の耕作状況など調査結果を踏まえ、協議状況のご報告をお願いいたし

ます。 

        それでは１番、お願いします。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        １番につきまして、地区委員会での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、租税特別措置法第７０条の６第１項相続税の納税猶予継続

のために必要とする証明の願い出です。願出人は水稲を作付されてい

る農家で、対象農地１筆について、引き続き農地として適正な管理、

耕作が行われていることを地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題ないものと協議しました。ご審議方、よろしくお願いいたしま

す。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員よりご報告がございましたが、この

件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        最後に、追加議案、下限面積の決定について説明をお願いいたしま

す。事務局。 
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事務局     追加議案についてご説明いたします。下限面積の決定について、熊

本市農業委員会は農地法第３条第２項第５号の別段面積を設定してい

ないため、下限面積は５０ａである。ただし、農地法施行令第２条第

３項第１号の規定により、野菜、花卉及び果樹などの栽培で、その経

営が集約的に行われるものであると認められる場合はこの限りではな

いというような議案の案文になっております。 

        熊本市の下限面積というのはこれまでも、５０ａということで規定

されております。これについては、従来であれば毎年６月の総会にこ

の議案を上げましてご審議いただいているところでございますが、皆

様方もご案内のとおり、昨年、一昨年からずっとこの５０の下限面積

については議論を皆さん方にお願いをして、種々意見もいただいてき

たところでございます。ようやく先月１月の総会時に、私どもの事務

局としてのある程度の案がまとまりましたので、会長、副会長の二役

にまずはご説明をいたしまして、ご了解を得た後、今日の総会前に行

われました役員会において、この案文で了解ということで役員会のほ

うでは決定をいただいたところでございます。 

        これにつきましては、簡単に言いますとこの集約的栽培、野菜等い

わゆるハウスの施設園芸ですけども、そういうものについては５反な

くても認める場合がありますよということでございます。具体的な手

続につきましては事務処理のうちの案を考えておりますので、何はと

もあれ一番は、各種地区委員会でも今までずっと議論をしていただき

ましたけど、地区委員会での審査というのが一番鍵を握っております

ので、地区委員会で新規就農者の方の計画をしっかり審議していただ

いて、これまではもう５反あればほぼ無条件で認めていただいたと思

うんですけども、今後は５反に至らない面積で新規就農という申請が

出たら、しっかり本当に農業経営を継続していけるのかどうか、その

辺を資料に基づいて審議をしていただきたいと思っております。 

        地区委員会でオーケーということが出たら、役員会のほうでもう一

度ほかの委員さんの目で見ていただいて、ご了解を得れば総会におい

て決議していただくという形で考えております。これにつきましては、

これまでも地区委員会のほうに何遍もご相談に伺っておりますので、

今後行われるそれぞれの地区の地区委員会に改めて説明をした上で、

私どもの今後の事務の対応について３月の総会で改めて資料をお配り

して、こういうふうに事務をやっていきますという形の説明を３月総

会でさせていただければと考えております。 

        以上でございます。 
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議  長    ただいま事務局から下限面積の決定について説明がありました。こ

れにご異議ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということでございますので、追加議案、下限面積の決定

については原案どおり承認することに決定いたしました。 

        次に、次第５の報告事項です。事務局より説明をお願いいたします。 

 

事務局     議案書の黄色のカラーページがございます。こちらの報告事項の一

覧をご覧ください。１番から１２番まで合計１６７件となっておりま

す。件数のみ報告します。 

        以上です。 

 

議  長    次に、次第６のその他です。事務局より説明をお願いいたします。 

 

事務局     振興班、坂本です。ご説明をいたします。 

        令和４年度（２０２２年度）農地等利用最適化推進施策を実現する

ための意見書に向けた意見集約についてというのをご覧ください。こ

れは毎年今の時期に各市町村の農業委員会で意見を吸い上げて、県の

農業会議が取りまとめて、最終的に九州農政局とか熊本県の農林水産

部または県の選出の国会議員へ意見書という形で、５月の末に向けて

意見を集約ということで依頼が来ております。次のページに、令和４

年度の意見集約の主な予定の事項として５点来ております。 

        １つが、熊本の農業の経営基盤の強化のための農地対策の強化につ

いてというので３点。２の熊本の農村を支える多様な担い手の確保・

育成についてというので４点。３の熊本の地域資源を生かした農業・

農村づくりについてというのが３点。４の自然災害等への対応につい

てということで、あとは５番の時代の変化に基づいた農業委員会系統

組織の活動の強化についてということで、意見の取りまとめの依頼が

来ております。 

        スケジュールとしてはもう、これ推進員さんも含めて意見をいただ

きたいと思っておりますので、農業委員さんと推進員さん全員に、郵

送で同じような通知をもう一回お送りさせていただいて、今度の３月

に向けての地区委員会で意見を取りまとめていきたいと思っておりま

す。地区委員会でも集約されるのか、個別でも持ってこられるのも別々
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で提出されるのかも、最終的には県で同じような流れで取りまとめは

されますので、必ずしも熊本市の農業委員会の意見が取り上げられる

というわけではございませんけれども、何も出さないというのはちょ

っと、一覧表にされますので、何がしかの意見をいただきたく思って

おります。最終的には３月の次の役員会と総会に諮らせていただいて、

当市の農業委員会の意見として農業会議に提出をしていきたいと思っ

ております。 

        以上です。 

 

議  長    ただいま事務局から説明がありましたが、この件について何かござ

いませんでしょうか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    それでは、以上で全ての案件が滞りなく終了いたしました。なお、

本総会において議決されました案件については、その条項、字句、そ

の他の整理を要するものについては、会議規則第１８条の規定により

その整理を議長に委任願いたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしと認めます。 

        よって、本総会において議決された案件の整理については、これを

議長に委任することに決定いたしました。 

 

事務局     ありがとうございました。これにて閉会いたします。 

         

 

  閉  会 午後４時２４分 
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会議の顛末、以上のとおり相違ありません。 

 

令和４年２月８日 

  

 

議  長     福 𠩤 幸 一 

 

 

署名委員     西 冨 大 二 郎 

 

 

 署名委員   福 嶋 德 行 
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